
大学院・留学について
　がんプロフェッショナル養成プランとの連携で、専門医
や学位の取得が可能です。
　大学院へは希望年度に入学が可能です。がんに関する基
礎研究や臨床研究で学位取得を目指します。国内や海外の
留学も相談に応じます。

　乳がん・消化器がん・甲状腺がんをはじめ、各がん種に

おける薬物療法を中心としたがん治療の診療スキルを身に

つけた上で、がん治療のエキスパートである「がん薬物療

法専門医」の取得を目指します。

　当科では新内科専門医制度に沿った研修プログラムとし

て、総合内科専門医取得後の腫瘍内科研修、総合内科専門

医取得と並行した腫瘍内科研修どちらにも対応していま

す。また外科専門医、放射線科専門医などの「がん薬物療

法専門医」取得に必要な基本学会の専門医であり、「がん

薬物療法専門医」取得を目指す医師の研修も歓迎していま

す。

後期研修プログラム

2 年 次

3 年 次
4 年 次

　がんに関わる診療科のローテート、緩和医療の修練
を行う。指導医のもと、腫瘍内科の診療も経験し、臨
床医として必要な知識と技術を高める。

　外来・入院患者の診療を行いながら、総合内科専門
医・がん薬物療法専門医取得を目指す。臨床・基礎研
究にも参加し、国内外での学会発表を経験する。学会
発表に加え、臨床・基礎研究の論文執筆も行う。

修得すべき手技や手術経験目標数など

1 年 次
　臓器横断的な診断が必要とされるがん診療の基本を
身につけるため、腫瘍内科はじめ関係科のローテート
を行う。総合内科専門医取得のために、内科系診療科
において内科一般の研修も可能である。

腫瘍内科

岐阜県立岐阜北高校卒業
平成 4 年 岐阜大学医学部卒業
平成11年 岐阜大学大学院医学研究科修了
平成11年 カロリンスカ医科大学
 （スウェーデン）
平成15年 M.D.アンダーソンがんセンター
 （米国）
臨床専門分野
１）がんの薬物療法（特に乳がん）
研究分野
１）がん分子標的治療薬の臨床開発
２）乳がんのホルモン療法
３）核内受容体とステロイドホルモン研究
趣味：登山、マラソン、ウルトラマラソン

部長（教授）　　  

佐治　重衡

1） 日本臨床腫瘍学会　がん薬物療法専門医・指導医・評
議員・監事

2） 日本乳癌学会　乳腺専門医・指導医・評議員・理事
3） 日本がん分子標的治療学会　評議員
4） American Society of Clinical Oncology　会員
5） European Society for Medical Oncology　会員
6） American Association for Cancer Research　

会員

　原発臓器に関わらず様々ながん患者に対する薬物療法を身につけることができ、日本ではまだまだ足りな
いがん薬物療法専門医の取得が可能です。

診療科（講座）紹介

学会活動

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

京都府立南陽高校卒業
平成17年 福島県立医科大学卒業
平成26年 京都府立医科大学大学院
 医学研究科修了
臨床専門分野
１）がんの薬物治療（特に消化器）
２）早期上部消化管癌の内視鏡診断と治療
研究分野
１）消化器癌の上皮間葉転換・抗癌薬耐性
２）早期胃癌拡大内視鏡像と病理組織の対比
３）福島県がん罹患動向についての疫学的

研究
趣味：音楽

博士研究員（留学中）
木村　礼子

群馬県立沼田高校卒業
平成22年 群馬大学医学部医学科卒業
臨床専門分野
１）がんの薬物療法
２）がんの放射線治療
研究分野
１）乳がんの臨床試験
趣味：バスケットボール、スキー

病院助手　阿左見祐介

千葉県立東葛飾高校卒業
平成 7 年 信州大学医学部卒業
研修病院・研修施設
東京都立駒込病院
臨床専門分野
１）がんの薬物療法（特に消化器、希少がん）
研究分野
１）福島県がん罹患動向についての疫学的研究
趣味：音楽鑑賞、料理

副部長（助手）
佐々木栄作

私立桜蔭高等学校（東京都）卒業
平成14年 東京医科大学卒業
臨床専門分野
１）がんの薬物療法（特に乳がん）
２）乳がんの治療診断
研究分野
１）乳がんのホルモン療法について
２）各種分子標的治療薬が乳がん細胞に与

える影響の解明
趣味：ランニング、スキー、旅行講師　徳田　恵美
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講座・部門の主な研究

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　腫瘍内科は平成26年 9 月に開設された新しい
講座です。
　がん薬物療法は、分子標的治療薬などの登場に
より近年急速に進歩しています。このため、専門
性の高い治療を安全かつ効果的に実施できる腫瘍
内科医が重要視されています。腫瘍内科医は、が
んの薬物治療や副作用への対策はもちろん、がん
患者さんの身体的・社会的な苦しみを和らげるた
めに緩和医療やチーム医療（各診療科の医師・看
護師・薬剤師・ソーシャルワーカーなど）も行い
ます。専門性の高い治療を実践しながらも、全人
的にがん患者さんに対応することができる腫瘍内
科の魅力を皆さんに伝え、将来一緒にお仕事でき
ることを楽しみにしています。興味のある方は一
度4号館3階の医局にお茶を飲みにいらして下さ
い。

  がん分子標的治療薬をはじめとしたがん薬物療法の臨床
開発、トランスレーショナルリサーチ
　福島県がん罹患動向についての疫学的研究

がん医療相談と連携パス部門

地域がん登録室

院内がん登録室

外来化学療法センター

専門医受験資格のために必要とされる技能・手技目標
がん薬物療法専門医
・5 年以上がん治療の臨床研修を行っていること、およ
び、がん治療に関する十分な業績があること（30症例の
レポート提出）

・臨床腫瘍学に関連した論文 1編（共著可）、および当学会
での発表 1編以上（共著可）

・教育セミナーへの出席
・総合内科専門医などの資格を有していること。
がん治療認定医
・総合内科専門医などの資格を有していること
・認定研修施設で 2 年以上のがん治療研修を修了し、指導
責任者からの証明がなされていること。

・がん患者20例の症例一覧の提出。
・セミナー受講
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